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◎ところざわ市議会だより第190号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）  20.7円

ところざわ

市議会だより

所沢市議会

－おもな内容－CONTENTS

イタリアを中心にクラシック
歌手として活躍している小里
明子さん。彼女が音楽を通じ
て伝えたいことや今後の目標
を聞きました。
(裏表紙に関連記事)

日本とイタリア
との懸け橋に。

◆３月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ２～７　
　平成31年度当初予算を審議しました
◆トピックス･･･Ｐ８～９
　5/20臨時会、5/29・6/1議会報告会を開催します
◆質疑及び一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！23人が質問

2019. 5.15　
Tokorozawa city council

No.190
今回の定例会は、
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2

議
　
審
議

案

皆さんからの税金
（市税）
522億8,974万1千円

消費税のうち所沢市分
（地方消費税交付金）
58億5,300万円

基金からの繰り入れ
（繰入金）
49億4,209万9千円

使用料・手数料
14億7,252万2千円

分担金・負担金
14億3,199万円
分担金・負担金
14億3,199万円
その他
56億1,136万円
その他
56億1,136万円

子ども、福祉など
（民生費）
483億9,190万2千円

保健、環境など
（衛生費）
147億5,317万7千円

保健、環境など
（衛生費）
147億5,317万7千円

税務、財産管理など
（総務費）
133億6,631万5千円

道路整備、
都市計画など
（土木費）
113億4,375万1千円

学校・社会教育など
（教育費）
96億4,791万7千円

市の借金返済
（公債費）
63億3,350万5千円

消防組合負担金など
（消防費）
40億1,472万2千円

その他
10億1,781万6千円

議会運営など
（議会費）
6億1,089万5千円

議会運営など
（議会費）
6億1,089万5千円

県からもらう資金
（県支出金）
68億5,601万5千円

市の借金（市債）
112億5,230万円

国からもらう資金
（国庫支出金）
197億7,097万3千円 【一般会計歳入】

【一般会計歳出】

　３月定例会では、平成 31 年度一般会計
予算を含む市長提出議案 42 件を可決、請
願 1件を採択し、国への意見書を含む議員
提出議案 4件を可決しました。
　その中で、主だった議案を次ページ以降
でご紹介します。

３
月
定
例
会
で
の

新年度の税金の使い道がきまりました
― 平成31年度予算案を可決 ―

一般会計

1,094億8,000万円

特別会計

所沢市交通災害共済 3,730万円

所沢市所沢都市計画事業
狭山ケ丘土地区画整理 2億4,800万円

所沢市所沢都市計画事業
所沢駅西口土地区画整理 14億6,900万円

所沢市国民健康保険 314億2,500万円

所沢市介護保険 239億1,700万円

所沢市後期高齢者医療 47億4,200万円

事業会計

所沢市水道 103億2,669万4千円

所沢市下水道 101億6,893万9千円

所沢市病院 23億857万7千円

【会計別当初予算】
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令和元年（2019 年） 5 月15 日 ところざわ市議会だより

3 ? 「生物多様性戦略」は、生物多様性基本法に基づく生物の多様性の保全と持続可能な利用に関する基本的な計画であり、同法に基づき、
生物多様性国家戦略を基本として、地域版である「生物多様性ところざわ戦略」を策定するものです。

当初予算での主な事業の概要

予算特別委員会で審査しました生活困窮者の生活の安定と早期の自立へ

　何らかの理由で住居を失った生活困窮者に対し、一時的な
宿泊場所や飲食を提供するとともに、自立相談支援員による
求職活動の支援や居住先確保の支援を行い、生活困窮者の
生活の安定と早期の自立を図ります。（国補助率：2／3）

　　何人ぐらいを想定した事業なのか。

　　利用者の想定人数は1カ月に1人、年間12名程度を考え
ている。住居を失った生活困窮者に対し、生活保護を適用
する前に、借り上げてあるアパートの部屋を一時的に提供
して生活の安定を図るとともに、早期自立のために自立相
談支援の支援員が求職活動等の支援を行うものである。

Q
A

（お問合せ先：生活福祉課　☎ 2998-9201）

議案第11号　平成31年度所沢市一般会計予算
	 一時生活支援事業　363万2千円

地域の特性に応じた生物多様性ところざわ戦略を策定
議案第11号　平成31年度所沢市一般会計予算
	 生物多様性ところざわ戦略 ?策定事業　148万1千円

　平成31年度に改定する「所沢市みどりの基本計画」にお
いて、同戦略の策定を推進するとしており、エコロジカル
ネットワークを構築する具体的方策について検討中。施策
の実施段階では、みどりの各施策と連携しながら、本市の
みどりの状況や生物の生育・生息状況等に応じた適切な保
全・整備活動を実施します。

　　谷戸や、川の水源地等、保全していくべきだと思う
が、条例化は検討するのか。
　　生物多様性の調査は、まちなかのみどりも含め、市域
全体の多様性の傾向を調査する。この生物多様性の調査が
完了すると、水源地や谷戸の保全の重要性がクローズアッ
プされるので、そうしたものを参考にしていく。なお、条
例化については議論に至っていない。

Q
A

（お問合せ先：みどり自然課　☎ 2998-9373）

不妊治療費の経済的負担軽減を図るために
議案第11号　平成31年度所沢市一般会計予算
	 不妊治療費助成事業　610万円

　晩婚化が進展している中で、不妊の問題は一層深刻とな
っていることから、子どもを望む夫婦に対し不妊治療に要
する費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減
を図ります。（県補助率：事業費1／2　事務費定額分10万
円）

　　助成の対象は治療開始時の年齢が35歳未満ということ
だが、一般論として不妊治療による出産率は。
　　県の統計では、体外受精、顕微授精の出産率で、45歳
の場合160回に1回の確率で受胎することに対し、30歳では
約20％、35歳の場合は16.3％が受胎をすることになっている
ので、早期からの不妊治療が有効なものだと考える。

Q
A

（お問合せ先：健康づくり支援課　☎ 2991-1813）

【審査日程】
３月14・18・19日
　一般会計の質疑・意見・採決
　事業会計、特別会計の質疑・意見・採決

【委員構成】
<委員長>吉村　健一　　<副委員長>大石　健一
矢作いづみ	 荒川　　広	 島田　一隆	 赤川　洋二
入沢　　豊	 村上　　浩	 大舘　隆行	 越阪部征衛
桑畠　健也	 中村　　太

※一般会計の審議経過は７ページをご覧ください。
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4? 所沢市・飯能市・狭山市・入間市の４市は、昭和 63 年に「埼玉県西部地域まちづくり協議会」を設立し、事業の共同実施や圏域の魅力
発信などに取り組むとともに、構成市民が圏域内の公共施設を同一の利用条件で利用できるよう、公共施設の相互利用連携を図っている。

その他の市長提出議案 当初予算での主な事業の概要

５市による公の施設の相互利用開始に向けて

まちなかのみどりの積極的保全へ 重大事故の原因究明、再発防止のために

再生可能エネルギーの導入等を推進します

（お問合せ先：環境政策課　　☎ 2998-9133）

（お問合せ先：都市計画課　☎ 2998-9192）

（お問合せ先：経営企画課　☎ 2998-9027）

 「埼玉県西部地域まちづくり協議会 ?」（通称ダイアプラ
ン）に日高市が加入することに伴い、同市の加入に合わせ
て計5市による公の施設の相互利用を開始するため、協議
します。

　　他の3市（飯能市・狭山市・入間市）の施設を利用して
いる所沢市民の人数の推移は。
　　過去5年の利用実績の推移は、平成25年が50万5,447
人、平成29年は59万441人で、5年間で約8万5000人の増加と
なっている。

Q
A

議案第21号　公の施設の相互利用に関する協議について

　所沢市マチごとエコタウン推進計画（第３期所沢市環境
基本計画）に基づき、温室効果ガスの排出割合が高い民生
家庭・業務部門におけるエネルギーの効率的な利用や再生
可能エネルギーの導入等を推進するため、住宅に供する建
築物の環境性能の向上や太陽光発電設備の導入等に係る経
費の一部を助成します。

　まちなかのみどりを積極的に保全するため、生産緑地法
第3条第2項の規定に基づき、生産緑地地区の区域の規模に
関する条件について条例で定めます。

　　家庭用の補助対象項目の中で、特に需要があると想定
しているものは。
　　エコリフォーム関係やエコハウス、太陽光発電システム
の設置、蓄電池などへの補助が多くなると想定している。

Q
A

　　2022年問題とは市街化調整区域の農地の大量喪失、土
地価格取引の大幅な下落が危惧されるとしているが、条例
化すると、どれほどの効果があるのか。
　　農地所有者を対象に説明会を開催して、アンケートを
実施したが、今のところどれほどの希望があるかなどの細
かい分析はしていないので、平成31年度に意向調査を実施
し、希望者を把握していきたい。

Q

A

議案第11号　平成31年度所沢市一般会計予算
	 スマートハウス化推進補助事業　6,509万4千円

議案第23号　所沢市生産緑地地区の区域の規模に関する
	 条例制定について

（お問合せ先：こども政策課　☎ 2998-9415）

　本市における特定教育・保育施設等で重大事故が発生し
た場合において、原因を究明し、再発防止に必要な措置の
調査や審議する附属機関であり、同委員会の運営等に関し
て条例で定めます。

　　この委員会を設置することで、どういうことが期待さ
れるのか。
　　死亡事故が起きた場合の発生原因を追究し、検証委員
会において予防策を審議して報告書にまとめるとともに、他
の事業者に周知することにより再発防止を図るものである。

Q
A

議案第22号　所沢市特定教育・保育施設等重大事故再発
	 防止検証委員会条例制定について
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5 ? 3 月 13 日の四常任委員会並行審査日に、総務経済常任委員会で請願者を参考人招致し、審査を行いました。初めに参考人から意見
を伺った後、参考人及び執行部に対し質疑を行いました。

特別職の選任・任命に同意

条例改正、意見書２件を提出 誰もが自分らしく生きられる社会の実現に向けて

スクールカウンセラー学校派遣事業を開始

議員提出議案第２号　�米軍所沢通信基地への土砂などの搬
入の中止を求める意見書について

議員提出議案第３号　�ＵＲ賃貸住宅ストックの活用を求め
る意見書について

議員提出議案第４号　�所沢市議会委員会条例（平成３年条
例第18号）の一部改正について

　横田基地での工事で発生した土砂を当市の通信基地に搬
入する旨の突然の連絡と発想に驚いている。このことは通
信基地以外の用途として運用されることであり、基地返還
が遠のくことにもつながりかねない。よって、当市議会と
しては所沢米軍通信基地への土砂搬入に対して中止を求め
るものです。

請願第１号　�所沢市におけるパートナーシップの公的認証と
性的少数者に関する諸問題への取組に関する請願

【要旨】
　所沢市でも同性同士を含めたパートナーシップの承認
制度を創設し、その存在を公に認める方策をとることによ
り、所沢市を性的少数者にとっても住みやすい、魅力ある
多様性を認められる都市にして頂きたく、導入に向けた協
議を開始してください。

　12人の委員により構成される予算常任委員会を設置する
ため改正を行うものです。

議案第25号　�所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例制定について

　所沢市安全安心対策推進員の教育現場における危機管理
体制をより一層充実させるため、勤務日数や勤務時間を変
更するとともに、報酬額の引上げを行う。また、平成31年
度から「スクールカウンセラー学校派遣事業」を開始する
に当たり、新たに設置する所沢市スクールカウンセラーの
報酬額を定めるため、改正を行います。
　　教育センターのスクールソーシャルワーカーと新たに
設置するスクールカウンセラーとの違いは。
Q
　　スクールソーシャルワーカーは福祉との連携を主な業
務としており、何か問題が発生した場合に福祉的な観点か
ら担当部署と連携し対応している。スクールカウンセラー
は、個人に対する心理面からの支援を中心に対応するた
め、基本的には心理学を学んでいる方が就くことになる。

A

（お問合せ先：学校教育課　☎ 2998-9238）

その他の市長提出議案人　事　関　係

議員提出議案 請　　　　願

議案第41号　監査委員選任の同意を求めることについて

議案第42号　�教育委員会教育長任命の同意を求めること
について

監査委員
能登　則之氏
（東京都／再任）

教育長
内藤　隆行氏
（上新井／再任）

意見書の全文についてはこちらから、
「議員提出議案」をご覧ください→

【請願者の意見 ?】
　今回の請願は、同性パートナーシップ制度に限らず、さ
まざまな性的少数者に対する施策も含めて審議を開始して
いただきたく請願を提出しています。例えば、私であれば
トランスジェンダーですので、普段生活している見た目の
性別と身分証明書の名前や性別が違うということによる困
難や、市役所の窓口等で性別欄を記載する時の困難があ
る。また、教育現場や就労の現場においても、取り除ける
壁があるのでしたら、そうしたものも含めて人権の問題、
課題として協議していただきたい。

　都市再生機構（ＵＲ）の賃貸住宅の設備は、全国的に老朽
化してきており、居住者の高齢化も進んでいる。そこで、Ｕ
Ｒ賃貸住宅団地において、多様な世代が生き生きと暮らし続
けられる住まいとまちとなるよう求めるものです。
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6

討論 　―議案に賛成・反対します― 

賛否の分かれた審議結果

議案第 11 号　平成 31 年度所沢市一般会計予算　
　　　・平成 31 年度予算案は、第 6次所沢市総合計画の初年度として、将来都市像を実現するための予算編成がなされ、

一般会計は 1,094 億 8,000 万円と、予算総額は前年比 90 億円以上増加し、積極的な予算となっている。「平成の
その先へ『みせます ! 所沢の未来（あす）のかたち』予算」との命名どおり、将来を見据えた予算になっているものと
評価する。
・本来の趣旨である、民間と組む PFI 手法を用いることは歓迎であり、PFI、PPP といった公民連携の手法は、本来で
あれば公的な資産を民間の活力を生かして運営されることで、行政の単独実施より高い効果を発揮されるというのが
本来の趣旨である。資金調達の目的ではなく、本来趣旨での公民連携を進めていくことを求める。

　　　・消費税増税による新年度一般会計への影響額は、歳入の地方消費税が次年度となることから 3億 3,894 万 4,000
円がまるまる市の負担増となる。また、民生費の構成比が 44%と高いものの、国庫支出金が 46%を占め、安

倍政権以降の社会保障費の自然増分の削減が、生活保護基準額の削減に表れている。予算編成方針では、本来特別枠
で対処しなければならない子育て支援施策にも「枠配分」のため、改善しようとすれば、他の施策を犠牲にしなけれ
ばならなくなり、増加する保育園、学童保育の待機児・保留児解消対策は置いてきぼりにされていることが明らかとなっ
た。一方で一企業の進出に「市との共同プロジェクト」とのお墨付きを与え、多額の市税が投入され、一般会計の前
年度伸び率が 9.2% に対し、投資的経費の「普通建設事業費」は 80.4% の伸び率にもみられるように、偏った予算編成
が特徴である。国保会計への運営費繰り出し額が「県との共同運営」になってから減り続けており、そのことで平成
30 年度末の財政調整基金の残高は 65 億円にも達した。喫緊の課題である子育て支援と国保税・介護保険料の負担軽減
のために、多額の基金を振り向けるべきである。

議案第 30 号　所沢市立老人福祉センター設置及び管理条例及び所沢市立老人憩の家設置及び管理条例の一部を改正する条例制定について
　　　・指定管理者制度を導入することで、人員配置の課題解消が期待できること、業者選定において多様な法人か

ら優れた提案を選定することができ、民間の知恵を活用し、業務の質を落とさず継続することができる。高齢
者の実態把握は、直営の施設や指定管理者を通じても行えることを鑑み、賛成する。
　　　・指定管理者制度に移行して民間の利益確保に協力をするのではなく、市職員を一人配置することで解決すべき

であり、これまで利用者と市職員との間で培ってきた信頼関係のノウハウこそ誰にも負けないとの誇りを持って
ほしいものである。市職員を補充して蓄積されたノウハウを生かすためにも直営による管理運営で継続すべきである。

○：賛成　　　×：反対　　　―：採決に加わらず

※掲載されていない議案は全会一致で可決しました。請願を含む全審議結果 (47 件 ) は、市議会ホームページ「議会の審議情報」をご覧ください。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

公明党 至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党 リベラル所沢 自由民主党・	
無所属の会 未来
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市長提出議案第 1号 平成 30年度所沢市一般会計補正予算（第 10号） 総・健・市・建 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議	
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 8号
所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等に関
する条例の一部を改正する条例制定について

総務経済 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 原案可決

市長提出議案第 11号 平成 31年度所沢市一般会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 15号 平成 31年度所沢市国民健康保険特別会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 17号 平成 31年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 18号 平成 31年度所沢市水道事業会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 19号 平成 31年度所沢市下水道事業会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 20号 平成 31年度所沢市病院事業会計予算 予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 30号
所沢市立老人福祉センター設置及び管理条例及び所
沢市立老人憩の家設置及び管理条例の一部を改正す
る条例制定について

健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 31号 所沢市市民医療センター使用料及び手数料条例の一
部を改正する条例制定について 健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 32号 所沢市歯科診療所条例の一部を改正する条例制定に
ついて 健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 33号 所沢市都市公園条例の一部を改正する条例制定につ
いて 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 35号 所沢市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定
について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長提出議案第 36号 所沢市下水道条例の一部を改正する条例制定について 建設環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市長提出議案第 41号 監査委員選任の同意を求めることについて 賛成 25票、反対 4票、無効 3票（無記名投票による） 同意する
市長提出議案第 42号 教育委員会教育長任命の同意を求めることについて 賛成 22票、反対 9票、無効 1票（無記名投票による） 同意する

議員提出議案第 4号 所沢市議会委員会条例（平成 3年条例第 18 号）の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
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市長から議案提出
本会議2/21

質疑及び一般質問

3/7～12

委員長報告
本会議3/28

討論・採決

予算特別委員会

質疑
意見
採決※

付託

3/14・18・19
3/29

平成 31年度当初予算案を可決しました　　　

主な事業内容

予算の審議に係る経過

　平成31年度所沢市一般会計予算、特別会計予算、事業会計予算を予算特別委員会で審査しました。一般会計予算
は賛成多数により原案のとおり可決しました。当初予算は、初めて1千億円を超えた昨年度予算総額を大きく上回り、
1,100億円に迫る規模のもので、「平成のその先へ『みせます!所沢の未来（あす）のかたち』予算」と名付けられて提
案されたものです。

再生可能エネルギー普及推進事業
　ソーラーシェアリング等の取組を推
進し、新たな再生可能エネルギー電源
の開発を行うとともに、毎月特定の1
日を「RE100の日」とし、本庁舎使用
電力を再生可能エネルギー100%にす
ることで再生可能エネルギーの啓発を
図る。

ヘルスツーリズム産業創出支援事業
　クアオルト健康ウォーキングを柱とした、観光と健康が融合したヘ
ルスツーリズムを推進するにあたり、関係団体と構成する埼玉県・所
沢市ヘルスツーリズム協議会の運営が円滑かつ効果的になされるよう
支援を行う。

所沢市街づくり基本方針改定事業
　現行方針の全面改定を行うもの。
改定に当たっては、将来道路体系を見
直すとともに、本市の関連諸計画との
整合性を図る。

※ある委員から議案第 11 号に対する予算の組み替え動議が提出されましたが、採決の結果、否決となりました。
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Topics!

Topics!

　地方創生に関する特別委員会では、所沢市東部地域で展開されている
COOL JAPAN FOREST構想を調査・研究するとともに、情報共有を図る
ため、現地視察や東所沢商店組合、所沢商工会議所との意見交換を行うな
ど、調査研究を行ってきました。これらの取り組みをもとに、1月10日に
開催した委員会で、「COOL JAPAN FOREST構想に関する提言（第二次）」
をまとめ、平成31年第1回（3月）定例会で報告しました。

COOL JAPAN FOREST構想について提言しました

　市民文教常任委員会では、2カ年にわたり、閉会中の特定事件審査や先進自
治体の視察、所沢市議会政策研究審議会への諮問などを通じ、学校統廃合や学
校施設の複合化、教育委員会における内部統制等について調査研究を行って
きました。これらの取り組みをもとに、1月7日に開催した委員会で、「教育環境
の充実を求める提言」をまとめ、平成31年第1回（3月）定例会で報告しました。

教育環境の充実を求めることについて提言しました

　「議会改革の歩みとこれからの所沢市議会」と題し、所沢市議会基本条例制定10周年記念シンポジウムを2月9
日（土）に「こどもと福祉の未来館」で開催し、64名の方々にお集まりいただきました。平成21年3月の条例制定か
ら10年が経過した今、これまでの議会改革の取り組みや、これからの所沢市議会について語られました。
【第一部：基調講演】法政大学副学長・法学部教授の廣瀬克哉氏を講師に迎え、「所沢市議会のどこが違って
どこが良い？」と題した基調講演を行いました。
【第二部：パネルディスカッション】引き続き、廣瀬克哉氏をファシリテーターに迎え、「市民満足度の高い
議会へ」をテーマに、パネラーの議員6人がパネルディスカッションを行い
ました。
《パネラー》
　末吉美帆子（リベラル所沢）、城下師子（日本共産党）
　植竹成年（公明党）、入沢豊（自由民主党・無所属の会）
　越阪部征衛（自由民主党）、桑畠健也（至誠自民クラブ）

議会基本条例制定10周年記念シンポジウムを
開催しました



令和元年（2019 年） 5 月15 日 ところざわ市議会だより

9

Topics!

Topics!

　所沢市議会は議会改革の先進都市として、全国から多くの議会の方々に行政視察にお越しいただいています。
平成30年度は、全国から27議会、延べ275人が視察に来られました。主な視察内容は、議会改革全般、議会基本
条例、議会評価、議会報告会、政策討論会、広聴広報、議会だより、みみ丸カフェ、SNSの活用など。
　毎回、視察は議員数名で対応しており、議員同士で忌憚のない活発な意見交換を行っています。

行政視察受入状況報告

　4月の市議会議員一般選挙後、初めての議会となる令和元年第1回臨時会を5月20日（月）に開催します。
　臨時会では、議長選挙、副議長選挙、常任委員会委員、議会運営委員会委員、広聴広報委員会委員などの選
任が行われます。

5/20 臨時会を開催します

　健康福祉常任委員会では、埼玉県志木市や青森県青森市等を視察し、他市に
おける先進的な取り組みについて調査を行うとともに、特定事件として、保健医
療計画に基づき健康推進部が実施する健幸長寿の取り組みについて総括を
行ってきました。これらの取り組みをもとに、2月6日に開催した委員会で、「健
幸長寿の取り組みに関する提言」をまとめ、平成31年第1回（3月）定例会で報
告しました。

健幸長寿の取り組みについて提言しました

　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直接、市民の皆
さんにご報告します。
　1．平成31年第1回（3月）定例会の報告・質疑応答　2．市政全般に対する意見交換
　5月29日（水）19：00～　市役所3階全員協議会室
　6月  1日（土）13：30～　三ケ島まちづくりセンター

5/29・6/1 議会報告会を開催します



ところざわ市議会だより 第 190 号

10

Ｑ　
議
会
の
熱
気
を
想

像
し
た
ら
、
実
際
に
生
で

見
て
み
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
の
だ
！
ど
う
す
れ
ば
見

ら
れ
る
の
だ
？

A　
市
役
所
低
層
棟
３

階
の
議
場
で
行
わ
れ
る
本

会
議
や
、
委
員
会
室
で
行

わ
れ
る
委
員
会
は
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
議
場
と
同

じ
フ
ロ
ア
に
あ
る
議
会
事

務
局
で
、
傍
聴
申
込
書
に

氏
名
を
記
入
す
る
だ
け
で

傍
聴
で
き
ま
す
。
会
議
の

日
程
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
等
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お

気
軽
に

お
越
し

く
だ
さ

い
。

Ｑ　
じ
ゃ
あ
傍
聴
し
た

く
な
っ
た
ら
、
議
会
事
務

局
に
行
っ
て
み
る
の
だ
！

傍
聴
席
で
は
決
ま
り
ご

と
が
あ
る
っ
て
聞
い
た
け

ど
、
何
に
気
を
つ
け
た
ら

い
い
の
だ
？

A　
傍
聴
に
つ
い
て

は
、
所
沢
市
議
会
傍
聴
規

則
の
規
定
に
基
づ
き
、
拍

手
な
ど
に
よ
る
可
否
の
表

明
、
私
語
や
騒
ぎ
た
て
る

こ
と
、
飲
食
、
写
真
や
動

画
撮
影
、
録
音
な
ど
の
行

為
を
お
控
え
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
職
員
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

員
が
市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。
皆
さ
ん
の
生

活
に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

※�

各
議
員
の
多
く
の
質
問
項
目
か
ら
、
１
項
目
を
抜
粋
し
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

? 地方自治法第 138 条の 4 第 3 項の規定により、法律又は条例に基づき設置される審査会、審議会等の機関をいいます。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
般 
質
問

みみ丸

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
①

︱ 

議
会
を
傍
聴
し
た
い
の
だ
！ 

︱

Ｑ　
昨
年
、
転
落
事
故

が
発
生
し
た
が
、
水
が
あ

ふ
れ
た
場
合
、
現
状
で
は

道
路
と
川
の
境
目
が
わ
か

ら
な
い
た
め
、
安
全
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
を
一
刻
も
早

く
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A　
小
手
指
町
二
丁
目

地
内
の
砂
川
堀
の
フ
ェ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
右
岸

（
西
側
）
約
１
５
０
メ
ー

ト
ル
に
設
置
工
事
を
行
っ

た
。
残
る
左
岸
（
東
側
）

に
つ
い
て
も
、
平
成
31
年

度
に
は
早
々
に
工
事
を
進

め
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を

完
了
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

自由民主党 ･
無所属の会
石原　昂

砂
川
堀
の
治
水
・
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｑ　
市
の
附
属
機
関
は

い
く
つ
あ
り
、
全
体
の
委

員
数
、
同
時
に
３
つ
以
上

の
附
属
機
関
に
所
属
す
る

人
数
、
同
じ
審
議
会
等
を

６
年
以
上
継
続
し
て
い
る

人
数
を
伺
い
た
い
。
ま

た
、
３
件
以
上
兼
務
し
、

６
年
以
上
継
続
し
て
い
る

委
員
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

A　
附
属
機
関
は
76
あ

り
、
委
員
数
は
１
，０
４
８

人
、
３
つ
以
上
兼
務
し
て

い
る
委
員
は
43
人
、
６
年

以
上
継
続
し
て
い
る
委
員

は
約
１
０
０
人
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
審
議

会
が
あ
る
中
で
、
知
識
経

験
等
そ
の
分
野
に
詳
し
い

方
を
選
任
し
た
結
果
、
や

む
を
得
ず
兼
務
件
数
が
ふ

え
て
い
る
委
員
が
い
る
。 至誠自民

クラブ
桑畠　健也

附
属
機
関
?
の
設
置
や

運
用
に
つ
い
て
　

質
　 

及
び

疑
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Ｑ　
市
が
こ
れ
ま
で
英
語

教
育
を
推
進
す
る
た
め
に

実
施
し
て
き
た
こ
と
や
、

平
成
31
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A　
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｔ

?
の
導
入
、
英
語
学
び
ノ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
、
小

学
校
外
国
語
支
援
員
の
配

置
等
、
先
進
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ

こ
数
年
は
、
国
や
県
の
委

託
を
受
け
て
研
究
に
取
り

組
み
、
教
員
の
指
導
力
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
英

語
の
絵
本
や
歌
の
Ｃ
Ｄ
を

全
小
学
校
に
配
布
し
た
こ

と
で
、
子
供
た
ち
の
英
語

に
親
し
む
機
会
が
増
え

た
。
平
成
31
年
度
は
小
・

中
学
校
連
携
の
視
点
を
踏

ま
え
た
教
員
の
研
修
と
中

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

浅野美恵子

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
予
算
に

つ
い
て

Ｑ　
要
保
護
・
準
要
保

護
児
童
の
い
る
世
帯
に
就

学
援
助
の
支
給
対
象
と
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
部
活

動
経
費
、
眼
鏡
購
入
費
等

を
補
助
す
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
補
助
の
適
用
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

A　
就
学
援
助
事
業
に

つ
い
て
は
、
入
学
前
に
学

用
品
費
の
支
給
を
行
う
と

と
も
に
、
支
給
額
を
増
額

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も

改
善
に
努
め
て
き
た
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
等
の
経
費
に
つ
い

て
は
、
就
学
援
助
の
支
給

対
象
と
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
就
学
援
助
の

予
算
を
最
大
限
に
確
保
す

る
よ
う
努
め
、
現
行
の
支

給
内
容
を
確
実
に
実
施
し

て
い
き
た
い
。

日本共産党
矢作いづみ

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
助

と
し
て
、
就
学
援
助
の
拡
大
を

Ｑ　
組
合
施
行
に
よ
る

土
地
区
画
整
理
事
業
の
実

施
に
向
け
、
農
家
の
実
情

を
尊
重
し
た
対
応
と
し

て
、
土
地
の
等
価
交
換
の

選
択
肢
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
行
政
が
周
知
や
仲

介
を
行
な
え
な
い
か
。

A　
事
業
区
域
内
の
地

権
者
に
対
す
る
土
地
の
交

換
要
望
な
ど
に
関
し
て

は
、
将
来
、
施
行
者
と
な

る
準
備
組
合
な
ど
を
中
心

に
業
務
代
行
者
な
ど
と
対

応
す
べ
き
事
案
だ
と
考
え

て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
準

備
組
合
や
業
務
代
行
者
な

ど
に
対
し
、
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
土
地
活

用
の
選
択
肢
と
し
て
土
地

の
交
換
に
つ
い
て
も
案
内

す
る
よ
う
準
備
組
合
な
ど

に
助
言
し
て
い
き
た
い
。 日本共産党

荒川　広

市
街
化
区
域
内
と
市
街
化
調
整
区
域
内
の

畑
地
等
の
等
価
交
換
に
つ
い
て

Ｑ　
出
生
率
を
上
げ
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

A　
子
供
、
若
い
世

代
、
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
、
住
む
だ
け
で
な
く
働

く
場
所
や
遊
ぶ
場
所
な
ど

の
多
様
な
機
能
が
備
わ
っ

た
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
所
沢
で
暮

ら
し
、
働
き
、
結
婚
や
出

産
を
希
望
す
る
人
が
結
ば

れ
、
子
育
て
し
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま

ち
の
魅
力
、
産
業
の
力
、

み
ん
な
の
安
心
、
暮
ら
し

や
す
さ
を
総
合
的
に
高
め

て
、
ま
ち
の
活
性
化
を
引

き
出
す
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
で
、
出
生
率
を
上

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

自由民主党
越阪部征衛

少
子
高
齢
化
対
策
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ　
人
口
密
度
が
高
く

な
っ
た
旧
町
地
区
に
お
い

て
は
避
難
場
所
も
足
り
て

い
な
い
た
め
、
旧
庁
舎
の

跡
地
を
利
用
し
て
、
魅
力

あ
る
都
市
公
園
と
防
災
拠

点
と
な
る
複
合
化
施
設
を

つ
く
れ
な
い
か
。

A　
旧
市
役
所
庁
舎
跡

地
は
、
中
心
市
街
地
で
あ

る
旧
町
地
区
の
今
後
を
考

え
る
う
え
で
大
変
重
要
な

場
所
で
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
跡
地
の
活

用
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
方
法
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
十
分
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

リベラル所沢
島田　一隆   

旧
庁
舎
の
跡
地
利
用
を

早
期
に
計
画
す
べ
き

Ｑ　
市
が
行
っ
て
い
る

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金

交
付
事
業
の
目
的
や
内
容

を
伺
い
た
い
。

A　
白
血
病
な
ど
の
治
療

に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
骨

髄
移
植
に
よ
り
、
一
人
で

も
多
く
の
患
者
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ド
ナ

ー
登
録
者
の
増
加
と
ド
ナ

ー
の
負
担
軽
減
に
よ
る
骨

髄
提
供
の
促
進
を
目
的
と

し
て
い
る
。
家
族
以
外
に

骨
髄
や
末
梢
血
管
細
胞
を

提
供
し
た
方
で
、
ド
ナ
ー

休
暇
が
な
く
、
他
の
助
成

金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
を
対
象
に
、
７
日
間

を
上
限
と
し
て
、
提
供
に

要
し
た
日
数
に
対
し
、
１

日
２
万
円
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
ド
ナ
ー

登
録
へ
の
理
解
や
重
要
性

を
周
知
し
て
い
き
た
い
。 公明党

植竹　成年  

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
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Ｑ　
交
差
点
付
近
で
起

き
た
死
亡
事
故
の
現
場
に

つ
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
入
り
口
付
近
に
注
意

喚
起
を
促
す
路
面
標
示
や

看
板
、
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス

が
設
置
さ
れ
た
が
、
市
と

し
て
人
的
配
置
も
要
請
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
今
回
の
痛
ま
し
い

事
故
を
重
く
受
け
止
め
、

交
通
安
全
課
、
所
沢
警
察

署
、
教
育
委
員
会
、
建
設

部
に
よ
る
、
小
学
生
交
通

死
亡
事
故
に
関
わ
る
対
策

会
議
を
開
催
し
、
対
応
状

況
の
情
報
共
有
や
、
さ
ら

な
る
連
携
の
強
化
と
継
続

的
な
交
通
事
故
防
止
に
努

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
当
該
箇
所
の
人
的
配

置
に
つ
い
て
の
業
者
へ
の

要
請
に
つ
い
て
は
、
関
係

部
署
と
協
議
し
た
い
。 日本共産党

城下　師子

亀
ヶ
谷
交
差
点
付
近
の

歩
行
者
の
安
全
確
保
を

Ｑ　
他
の
自
治
体
で
実

施
し
て
い
る
、
多
子
世
帯

へ
の
支
援
と
い
う
こ
と

で
、
２
番
目
、
３
番
目
の

子
供
に
つ
い
て
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
し
て
い
く

考
え
は
。

A　
県
内
で
、
第
３
子

以
降
の
給
食
費
を
無
償
化

す
る
な
ど
、
給
食
費
の
一

部
を
無
償
と
す
る
自
治
体

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
。
一
方
で
、
多
子
世

帯
に
お
い
て
も
、
認
定
基

準
に
よ
り
就
学
援
助
で
給

食
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
助
成
制
度

は
機
能
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現

在
の
と
こ
ろ
多
子
世
帯
へ

の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
の
検
討
は
し
て
い
な

い
。

公明党
西沢　一郎

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
の

無
償
化
を

Ｑ　
横
田
基
地
か
ら
所

沢
通
信
基
地
内
へ
の
土
砂

搬
入
に
つ
い
て
、
市
の
対

応
は
。

A　
市
民
へ
の
影
響
な

ど
を
考
慮
し
、
搬
入
さ
れ

る
土
砂
が
本
当
に
安
全
な

も
の
か
と
い
う
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
、
国
に
照
会

文
書
を
送
付
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
国
か
ら
は
土
壌

の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ

た
が
、
米
軍
の
調
査
結
果

は
１
年
半
前
の
も
の
で
あ

り
、
確
か
な
も
の
と
判
断

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
改

め
て
国
の
責
任
に
お
い

て
、
搬
入
さ
れ
る
土
の
汚

染
調
査
を
実
施
す
べ
き
と

い
う
こ
と
を
担
当
部
長
名

で
国
に
送
付
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
国

の
回
答
を
待
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

日本共産党
平井　明美

所
沢
通
信
基
地
周
辺
の

安
全
性
に
つ
い
て

Ｑ　
幼
児
教
育
無
償
化
の

需
要
を
ど
の
よ
う
に
予
測

し
て
い
る
か
。
そ
の
対
策
に

つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

A　
長
時
間
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
保
育
所
を
希
望

し
就
労
す
る
方
が
ふ
え
る

の
か
、
ま
た
、
費
用
が
か
さ

む
と
思
わ
れ
て
い
た
幼
稚

園
を
無
償
化
す
る
こ
と
で

希
望
者
が
ふ
え
る
の
か
、
こ

の
予
測
は
大
変
困
難
で
あ

る
。
幼
稚
園
の
希
望
者
が

ふ
え
た
場
合
は
対
応
が
可

能
で
あ
り
、
保
育
所
の
希

望
者
が
ふ
え
た
場
合
は
、

既
存
施
設
の
活
用
や
幼
稚

園
の
空
き
教
室
を
活
用
し

た
、
認
定
こ
ど
も
園
化
を

進
め
る
な
ど
の
方
策
が
考

え
ら
れ
る
。
無
償
化
後
の

社
会
情
勢
や
今
後
の
申
し

込
み
動
向
を
注
視
し
て
対

応
を
検
討
し
た
い
。

リベラル所沢
赤川　洋二

幼
児
教
育
無
償
化
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か

Ｑ　
通
称
弁
天
池
に
つ

い
て
、
現
在
は
雑
草
が
生

い
茂
る
湿
地
と
な
っ
て
お

り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風

の
際
に
水
害
が
発
生
し
て

い
る
。
調
節
池
と
し
て
本

来
の
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

A　
市
に
お
い
て
年
１

回
、草
刈
り
を
行
い
、施
設

の
機
能
に
支
障
が
な
い
か

確
認
を
し
て
い
る
が
、
長

年
の
雨
水
の
貯
留
と
排
水

に
よ
り
土
砂
が
堆
積
し
、

草
木
が
生
い
茂
っ
て
い

る
。
初
夏
に
シ
ョ
ウ
ブ
の

花
が
咲
く
な
ど
風
情
あ
る

景
色
が
見
ら
れ
る
と
い
う

声
も
あ
り
、
土
砂
を
除
去

し
本
来
の
調
節
池
の
治
水

機
能
を
保
つ
際
に
は
、
水

生
植
物
の
生
育
環
境
に
配

慮
す
る
な
ど
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

自由民主党
大館　隆行

北
野
地
区
の
調
節
池
?
の

本
来
の
機
能
に
つ
い
て

Ｑ　
使
用
開
始
時
期
は

い
つ
ご
ろ
か
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
使
用
に
係
る
予
約
方
法

と
利
用
料
金
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A　
使
用
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
、
平
成
31
年
４

月
の
予
定
だ
っ
た
が
、
工

事
が
遅
れ
て
お
り
、
現
時

点
で
は
未
定
で
あ
る
。
今

後
、
早
い
時
期
に
利
用
で

き
る
よ
う
県
に
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
く
。
予
約
方

法
は
、
航
空
記
念
公
園
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予

約
に
な
る
と
聞
い
て
い

る
。
利
用
料
金
は
、
埼
玉

県
都
市
公
園
条
例
で
定
め

ら
れ
た
範
囲
内
で
、
県
と

公
園
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
埼
玉
県
公
園
緑
地
協
会

が
協
議
の
う
え
、
決
定
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

る
。

自由民主党
青木　利幸    

航
空
記
念
公
園
多
目
的
運
動
場

人
工
芝
化
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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Ｑ　
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

創
設
の
検
討
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A　
死
亡
後
の
手
続
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
「
お

く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
方
や
そ
の

世
帯
状
況
に
よ
っ
て
手
続

の
パ
タ
ー
ン
が
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
一
カ
所
で
対
応

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
何
よ

り
、
専
門
の
窓
口
に
お
い

て
、
手
続
を
さ
れ
る
方
と

担
当
が
向
き
合
っ
て
し
っ

か
り
話
を
伺
い
な
が
ら
対

応
す
る
こ
と
が
基
本
的
に

は
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
引
き
続
き
、
市
民

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

く
、
親
切
な
案
内
、
相
談

対
応
を
行
っ
て
い
く
。 公明党

福原　浩昭

遺
族
手
続
き
施
策
と
し
て

「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
創
設
を

Ｑ　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
?
が
世
界
中

で
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
改
善
す
る
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
、
市
民
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て

い
く
の
か
。

A　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

削
減
す
る
た
め
に
は
、
市

民
、
事
業
者
と
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

取
り
組
み
と
し
て
、
市
が

携
わ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
や
、
子
供
た
ち
を
は

じ
め
と
し
た
市
民
へ
の
啓

発
活
動
、
ま
ち
や
河
川
で

の
清
掃
活
動
へ
の
参
加
な

ど
、
広
く
呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

公明党
亀山　恭子

地
球
規
模
に
広
が
る
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て

? 海を漂うプラスチックごみは、生態系を破壊するだけでなく、微細になったマイクロプラスチックが人体に取り込まれた場合、健
康への悪影響が懸念されており、世界中で喫緊の課題となっています。

Ｑ　
野
田
市
の
よ
う
な

児
童
虐
待
事
例
の
場
合
に

は
、
対
応
困
難
ケ
ー
ス
と

し
て
弁
護
士
、
警
察
が
同

席
し
対
応
す
る
こ
と
を
ル

ー
ル
化
し
て
は
ど
う
か
。

A　
対
応
が
難
し
い
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
、

安
全
安
心
対
策
推
進
員
、

警
察
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
生
徒
指

導
・
い
じ
め
問
題
対
策

員
、
心
理
士
等
が
チ
ー
ム

で
組
織
的
に
対
応
し
て
い

る
。
弁
護
士
、
警
察
の
同

席
に
よ
る
対
応
の
ル
ー
ル

化
は
、
緊
急
時
の
対
応
が

難
し
い
課
題
も
あ
る
た

め
、
今
後
も
弁
護
士
、
警

察
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
情
報
共
有
を
丁
寧
に

行
い
、
不
当
な
要
求
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
組
織
的
、
か
つ
迅
速
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。 未来

谷口　雅典

対
応
困
難
ケ
ー
ス
の
場
合
に
は

弁
護
士
や
警
察
の
協
力
も

Ｑ　
障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
家
賃
補
助
の
復

活
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い

た
い
。

A　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
関
し
て
は
、
障
害
者
団

体
等
か
ら
、
増
設
や
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方

な
ど
も
入
居
で
き
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
い
っ
た
様
々
な

要
望
が
あ
る
。
市
の
補
助

事
業
は
、
そ
の
時
々
の
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
常
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
平
成

31
年
度
予
算
で
は
、
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
方
が
入

居
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
運
営
を
支
援
す
る
た

め
、
新
た
に
補
助
金
を
計

上
す
る
な
ど
の
見
直
し
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

日本共産党
小林　澄子

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

家
賃
補
助
の
復
活
に
つ
い
て

Ｑ　
小
型
の
バ
ス
、
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
等
で
、

駅
を
中
心
に
循
環
型
の
モ

デ
ル
地
区
を
設
け
て
は
ど

う
か
。
試
行
的
に
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
三
ケ
島
行

政
地
区
は
ど
う
か
。

A　
小
型
車
両
を
活
用

す
る
こ
と
は
、
新
し
い
交

通
手
段
の
導
入
を
検
討
す

る
際
に
有
力
な
候
補
の
一

つ
で
あ
り
、
ま
た
、
所
沢

市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
「
所
沢
市
に
お
け
る
地

域
公
共
交
通
の
方
向
性
に

つ
い
て
」
の
答
申
に
お
い

て
、
「
地
域
住
民
と
の
協

働
に
向
け
た
取
り
組
み
」

の
提
言
が
さ
れ
て
い
る
。

三
ケ
島
地
区
で
も
協
議
を

始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

自由民主党
中　　毅志    

地
域
に
マ
ッ
チ
し
た

と
こ
ろ
バ
ス
政
策
を
目
指
せ

Ｑ　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
複
数
あ
り
、
そ
の

中
で
一
番
高
い
医
薬
品
を

処
方
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。A　

先
発
薬
と
有
効
成

分
は
同
じ
で
も
添
加
物
や

製
法
等
が
異
な
る
た
め
、

必
ず
し
も
先
発
薬
と
同
じ

効
能
や
効
果
が
得
ら
れ
な

い
場
合
も
あ
る
と
い
っ
た

専
門
家
の
意
見
も
あ
る
。

た
だ
安
い
か
ら
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
選
択
に
つ

い
て
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
適
切
な
判
断
の
も

と
、
患
者
に
一
番
適
し
た

も
の
が
処
方
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

未来
松崎　智也

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
の

問
題
点
に
つ
い
て
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14? 中核市とは、政令指定都市以外の都市で規模や能力などが比較的大きな都市について、その事務権限を強化し、できる限り住民の
身近なところで行政を行うことができるようにして地域行政の充実に資するべく設けられた制度です。

み
み
丸
の
、
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
②

ー 
議
会
の
映
像
を
見
た
い
の
だ
！ 

ー

みみ丸

Ｑ　
所
沢
市
も
将
来
を

見
据
え
て
、
駅
前
喫
煙
所

の
撤
去
、
ま
た
は
完
全
分

煙
対
策
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
い
た

い
。A　

市
が
設
置
し
て
い

る
駅
前
の
喫
煙
所
は
、
歩

き
た
ば
こ
や
吸
い
殻
の
ポ

イ
捨
て
防
止
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
に
設
置
し
た

も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
、

歩
き
た
ば
こ
な
ど
の
減
少

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
喫
煙
所
に
対
す
る

苦
情
も
多
い
こ
と
は
承
知

し
て
お
り
、
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
難
し
い
点
は
あ

る
が
、
市
と
し
て
は
、
今

後
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

リベラル所沢
末吉美帆子

受
動
喫
煙
対
策
と
し
て

完
全
分
煙
化
を
す
べ
き

Ｑ　
20
年
、
30
年
先
の

所
沢
市
の
あ
す
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

踏
切
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。
踏

切
の
解
消
は
必
要
で
は
な

い
か
。

A　
鉄
道
網
の
整
備
に
伴

い
市
街
地
が
分
断
さ
れ
、

交
通
量
の
多
い
踏
切
が
渋

滞
を
誘
発
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
生
活
や
経
済
活

動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
は
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
踏
切
の
解

消
は
、
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
や
、
県
、
鉄
道

事
業
者
等
と
の
調
整
も
必

要
と
な
る
た
め
、
長
期
的

な
視
点
か
ら
の
検
討
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
引
き

続
き
、
少
し
で
も
影
響
を

軽
減
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

自由民主党
粕谷不二夫

踏
切
問
題
を
考
え
た

所
沢
の
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ　
中
核
市
へ
の
移
行

に
つ
い
て
、
将
来
都
市
像

や
県
西
部
地
域
に
お
け
る

役
割
等
を
踏
ま
え
、
調
査

検
討
を
行
う
べ
き
だ
と
思

う
が
、
見
解
は
。

A　
平
成
22
年
度
に
中

核
市
移
行
を
検
討
し
見
送

っ
て
か
ら
８
年
が
経
過
す

る
中
で
、
所
沢
駅
周
辺
や

サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
の
開
発
な

ど
本
市
の
状
況
は
大
き
く

変
化
し
た
。
ま
た
、
周
辺

自
治
体
と
の
関
係
性
に
お

い
て
も
、
鉄
道
沿
線
の
自

治
体
と
連
携
が
始
ま
る
な

ど
大
き
な
展
開
を
始
め
て

い
る
。
中
核
市
へ
の
移
行

が
本
市
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
義
が
あ
り
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る

か
整
理
す
る
に
は
今
が
よ

い
時
期
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

公明党
吉村　健一

中
核
市
?
へ
の
移
行
に
対
す
る

所
沢
市
の
考
え
方
は

Ｑ　
忙
し
く
て
、
本
会

議
の
傍
聴
が
で
き
な
か
っ

た
の
だ
…
。
で
も
ど
う
し

て
も
当
日
の
様
子
が
見
た

い
の
だ
！
ど
う
し
た
ら
見

ら
れ
る
か
、
教
え
て
ほ
し

い
の
だ
。

A　
市
議
会
Ｈ
Ｐ
の

「
議
会
中
継
」
の
ア
イ
コ

ン
か
ら
、
議
会
中
継
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
で
、
ラ
イ
ブ
中

継
や
本
会
議
（
平
成
27
年

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会

以
降
）
の
録
画
中
継
の
映

像
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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定
例
会
が
な
い
と
き
も･･･

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期

間
に
行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と

し
て
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知

っ
て
い
ま
し
た
か
？

1月

2月

7 日

市 民 文 教
常 任 委 員 会

委員会

特定事件「学校教育について」
・教育環境の充実について

総 務 経 済
常 任 委 員 会

特定事件「行政経営について」
・提言を踏まえた期日前投票所について

10 日
地方創生に関する
特 別 委 員 会

委員会 ・COOL JAPAN FOREST 構想について

11 日 政 策 研 究 審 議 会 ―
・答申書の提出について
・議員との意見交換

23 日 広 聴 広 報 委 員 会 委員会 市議会だより第 189 号の校正について

24 日
～

25 日
議 会 運 営 委 員 会 視　察

・議会改革の取り組みについて
　（愛知県岩倉市議会）
・ビアンキ アンソニー議長から見た
　犬山市議会の議会改革について
　（愛知県犬山市議会）

6 日 健 康 福 祉
常 任 委 員 会

委員会
特定事件「保健・医療について」
・�所沢市保健医療計画における健幸長寿の

取り組みについて

9 日
議 会 基 本 条 例 制 定
10 周 年 記 念
シ ン ポ ジ ウ ム

―
・基調講演
・パネルディスカッション
※詳細は 8 ページに掲載

14 日

総務経済常任委員会

委員会

特定事件「行政経営について」
・提言を踏まえた期日前投票所について

議 会 運 営 委 員 会 議会運営に関する事項について

正副委員長連絡協議会 各委員会の取り組みについて

広 聴 広 報 委 員 会 広聴広報について

閉
会
中
の･･･

議
　
　
活 

動

会

24〜25日 議会運営委員会視察

岩倉市議会では、議会改革の取り組み
について、犬山市議会では、ビアンキ
アンソニー議長から見た犬山市議会の
議会改革について視察を行いました。

9日 議会基本条例制定
10 周年記念シンポジウム
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－おもな内容－CONTENTS

イタリアを中心にクラシック
歌手として活躍している小里
明子さん。彼女が音楽を通じ
て伝えたいことや今後の目標
を聞きました。
(裏表紙に関連記事)

日本とイタリア
との懸け橋に。

◆３月定例会のおもな内容ほか･･･Ｐ２～７　
　平成31年度当初予算を審議しました
◆トピックス･･･Ｐ８～９
　5/20臨時会、5/29・6/1議会報告会を開催します
◆質疑及び一般質問･･･Ｐ10～14
　ここが気になる！23人が質問

2019. 5.15　
Tokorozawa city council

No.190
今回の定例会は、

12月

９月 ６月

３月

　
24
歳
で
声
楽
の
道
を
究
め
る
た
め
、
イ

タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
に
渡
り
、
イ
タ
リ
ア
を

中
心
と
し
て
数
々
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

参
加
し
て
い
る
小
里
さ
ん
。
今
ま
で
に
50

曲
以
上
も
の
現
代
音
楽
の
作
曲
家
が
作
っ

た
曲
の
初
演
を
行
い
、そ
れ
と
並
行
し
て
、

イ
タ
リ
ア
人
ギ
タ
リ
ス
ト
と
デ
ュ
オ
を
組

み
、「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
日
本
民
謡
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
楽
曲
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
演
奏
し
て
い
る
。

ーー
音
楽
の
道
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
小
さ
い
頃
は
引
っ
込
み
思
案
で
し
た

が
、
歌
う
こ
と
だ
け
は
好
き
で
、
唯
一
、

自
分
を
表
現
で
き
る
も
の
で
し
た
。
成

長
す
る
に
つ
れ
て
女
性
の
自
立
、
人
や

社
会
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か

と
思
っ
た
時
に
、「
私
は
歌
え
る
！
歌
っ

て
み
た
い
！
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

音
楽
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ーー
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
歌
手
と
し
て
主
に
ミ
ラ
ノ

を
中
心
に
数
々
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

し
、
現
代
音
楽
の
作
曲
家
が
作
っ
て
い
る

曲
の
初
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
並

行
し
て
、
イ
タ
リ
ア
人
で
フ
ィ
ン
ガ
ー
ス

タ
イ
ル
界
の
第一人
者
で
あ
る
ギ
タ
リ
ス
ト

の
ヴ
ァ
ル
テ
ル
・
ル
ー
ピ
氏
と
デ
ュ
オ
を
組

み
、「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
日
本
民
謡
と
ナ
ポ
リ
民
謡
を
レ
パ
ー

ト
リ
ー
に
、
両
国
の
音
楽
で
の
文
化(

↘)

交
流
を
試
み
て
い
ま
す
。
昨
年
の
11
月
に

は
、
石
垣
島
や
沖
縄
本
島
で
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。

 

ーー
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み
に
協
力
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

　
福
島
県
の
被
災
地
の
子
供
に
イ
タ
リ

ア
の
海
で
遊
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
売
り
上
げ
の
一

部
を
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

ーー
イ
タ
リ
ア
の
方
に
所
沢
を
紹
介
す
る

と
し
た
ら
。

　
や
は
り
狭
山
茶
、
お
茶
ど
こ
ろ
で
す

か
ね
。
イ
タ
リ
ア
で
は
最
近
、
日
本
食

ブ
ー
ム
な
ん
で
す
。
お
茶
は
健
康
に
も

良
い
と
い
う
こ
と
で
、
イ
タ
リ
ア
人
は

お
茶
に
関
し
て
は
敏
感
で
す
。

ーー
今
後
の
目
標
は
。

　
私
は
日
本
と
イ
タ
リ
ア
に
縁
が
あ
っ

た
の
で
、
音
楽
で
両
国
の
懸
け
橋
に
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
音
楽
を
専
門
的
に
や
っ
て

い
る
の
で
、
音
楽
を
通
し
て
、
今
世
界

に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
み
ん
な
に

目
を
覚
ま
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

活
動
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
で

き
る
だ
け
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
っ
て
も
歌
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。第 14 回目は、8 歳
から 24 歳まで所沢で過ごし、現在ミラノ在住
で声楽家として活躍中の小里明子さんにお話を
伺いました。

所沢から輝け！！

Ｑ＆Ａ
聴かせて！

愛知県に生まれる。
8歳から24歳までを所沢で過ごす。
上新井小を経て、北野小（第1期
生）を卒業。
武蔵野女子学院中学校・高等学校、
東京芸術大学音楽部声楽科を卒業
後、イタリア・ミラノに留学。
国立マントヴァ音楽院を卒業後、
ミラノ・スカラ座オペラ研究所（合
唱）を終了する。

­— 大きな夢は世界の子供たちの幸せ、さらに大きな夢は世界平和。
夢の実現に少しでもお役に立てたらと思って活動しています。­—

小里 明子
Ko z a t o　Ak i k o

広
聴
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委
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会

◎
大
館
　
隆
行
　
〇
城
下
　
師
子

　
末
吉
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帆
子
　
　
小
林
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子

　
入
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浅
野
美
恵
子

　
吉
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上
　
　
浩

　
松
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也

◎
…
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…
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長
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